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写　真　説　明
Fig．1～4　漿液性嚢胞腺腫
　　Fig．1　分泌細胞
　　　　　細．胞自由縁に短小な細胞質突起が突出．表面細胞膜は細胞質突起および細胞膜の陥入により不規
　　　　　則．一層の限界膜を有する分泌頬粒（Sg）を多数認める，長楕円形を呈し，一層の限界膜につつ
　　　　　まれ，内部に縦走する線維束を有する構造物（→）を認める．　5，000×
　　Fig．2　分泌細胞
　　　　　発達したゴルヂ野（G）と不定形の糸粒休（Mt）を認める，分泌頼粒の一部に微細頬粒を有するも
　　　　　のも認める．基底部に近い部分では細胞間々隙（ls）の拡大をみる．　5，000×
　　Fig．3　分泌細胞
　　　　　細胞中心部から周辺部に向って分泌呼唱（Sg），細胞内小器官，細線維（f）の順に配列している．
　　　　　Golgi　laエnellaeの先端の拡大およびdenesな内容物をいれたvesicle　vacuoleを多数認める．
　　　　　線組…束を有する構造（→）．　6，000×
　　Fig．4　線毛細胞
　　　　　細胞自由縁より多数の線毛（Ci1）および少数の細胞質突起が突出．　10，000×
Fig．5～g　low　potential　malignancy
　　Fig．5　大型の核を有している．分泌穎粒を有する細胞（Sc），線毛（Cil）を有する細胞もみられる．
　　　　　核縁は不整で深いきりこみをみる．核小体（N1）は大型である．　8，000X
　　Hg．6　分泌細胞，線毛細胞
　　　　　表層に配列．ドーム状に隆起した細胞自由縁から微絨毛（Mv）が突出．線維束（→）分泌細胞に
　　　　　隣接して，細胞自由縁に線毛を（Ci1）有する線毛細胞を認める．　3，000x
　　Fig．7　分泌細胞（Cc）
　　　　表層に配列．明るい不整形の分泌頼粒（Sg）を認める．核小体（Nl）もみられる．　13，000×
　　Fig．8　　グリフーゲン野（G1）を認める．　4，200×
　　Fig。9　小型下口を有する細胞
　　　　　限界膜を有し，種々の霜子密度を呈する小型穎粒（dG）を認める，　4，200×
Fig．10～14　　漿液性嚢胞腺癌
　　Fig．ユ0　分泌細胞（Cc）（→）
　　　　　この細胞は少なく，細胞内の分泌頼粒も少ない．　3，600×
　　Fig．11線毛
　　　　　孤立線毛（Cil）がみられる．
　　　　　基底膜（Bm）に而して小型頼粒（dG）を有する細胞がみられる．　4，200×
　　Fig．12　小型頼粒を有する細胞
　　　　　限界膜を有する小型穎粒（dG）が基底膜（Bm）に接して存在する．
　　　　　基底膜（Bln）は断裂・欠損することなく蛇行状態を呈している．細線維束（f）．　4，200×
　　Fig．　13　　　漿液悟三門月包腺りr聾
　　　　　核（N）は大型で細胞の大部分をしめ，核縁は不整で，分葉形態をとっているものもある．核小体
　　　　　（Nl）もみられる．分泌穎粒を有する細胞（Sc）も一部にみられる．　3，000×
　　Fig．14　漿液性嚢胞腺癌
　　　　　グリコーゲン野（G1）を認める．　3，600×
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